





























所長 増 本 健
本年は,研 究所創立75周 年を迎える重要な年に 究所においては,当 面のニーズに囚われない純学
当ります。そして,5月/7日 囲には記念式典,講 問的あるいは先導的な研究を目指すことが使命で
演会,祝 賀会を行ない,ま た5月/8Eヨ(土),/9日 旧)あ ります。また,所 内外との共同研究やプロジェ
の2口 間所内公開を行なうことになっています。 クト研究は,他 省庁の国立研究機関や民間企業研
これは,昭 和4/年 に50周 年の祝いをして以来の 究所のような計画的なテーマ設定によるものでは
久々の行事であり,現 在全所を挙げて準備〔Pであ なく,研 究者の発想によるテーマの下での自発的
ります。 な集団,す なわちソフト的集団により行なうべき
このような永い歴史と伝統を持つ本所が今後ど でありましよう。したがって,あ くまでも研究者
のような研究活動と研究所としての役割を果すか 個人の考え方を重要視 し,部 門にこだわらない広
が重要な課題となります。ことに,昭 和62年 に東 い研究分野の中での共同研究やプロジェクト研究
北大学付置の全国共同利用研究所に改組されたこ を推進することが重要であります。現に,本 所で
とに伴い,本 所に対する期待が高まっています。 はこれ迄に,ソ フト的研究集団として,ア モルファ
平成3年 は,こ のような期待に応えるべく,所 員 ス材料,超 伝導酸化物,金 属人工格子,準 結晶な
の自覚と努力を促がすと共に,本 所の研究環境の どのテーマを中心 に複数部門を横断 した研究グ
充実を重点的に図って行きたいと考えています。 ループが生まれています。このような広域研究は
本所における研究の基本的指針は,1)自 由な 部門制の長所と大部門制の長所とを兼ね備えたも
発想に基づく独創的な研究,2)シ ーズ指向の基 のであり,本 所の永い伝統から生まれた特徴と言
礎研究と未来指向の開拓的研究,3)ソ フト的集 えます。
団による共同研究であります。とくに,大 学の研 また,全 国の国公立大学,国 立研究機関,民 間
表1共 同研究件数 と来所研究者数
昭 和62年 度 昭 和63年 度 平 成 元 年 度 平 成2年 度
件 数 人 数 件 数 入 数 件 数 人 数 件 数 人 数 健、
附 属 新 素 材 開 発 施 設















研究所との共同研究は本所の研究の充実と活性化 て認められました。さらに,平 成2年 度から新た
に大いに役立っています。表1は 昭和62年 以来の に設けられた"学 術の新 しい展開のための研究ブ
共同研究の件数と来所研究者数を示しています。 ログラム"の 平成3年 度の研究テーマとして,「ナ
研究部の共同研究,ワ ークショップ,研 究会と3ノ スケール構造制御機能材料の開発」が認められ,
つの施設での共同利用研究が行なわれ,来 所され 本所の仁科雄一郎教授を中心とした5年 間のプロ
る延日人数は約5,000名 にものぼります。これは ジェクト研究が開始されます。このプロジェク ト
昭和62年 以前に較べて約3倍 であり,本 所の役割 研究は我が国の共通基盤整備の一方策として実施
が増 したことを示しています。さらに,共 同研究 されるもので,全 国共同研究として本所が中心的
による活性化の様子は図1に 示す学術誌に掲載さ 役割を果すことになりました。
れた研究論文数を見てもわかります。昭和62年 以 このように,平 成3年 度は材料科学の分野でさ
降は,以 前と較べて約100件 以上の増加が見られ らなる成果が期待されます。そして,創 豆75周 年












究部が新設され,教 授1名,助 教授1名,助 手1
名,客 員教授2名(1種 およびIII種)が 定員とし
一3一
金研 を去るにあたって
放射線金属化学部門 八 木 益 男
が潔 選 羅轄 激難 一 ・{欝 項
灘1繍 欝}{∴㍉}鳶∴1蟷
鍵 騨 難 灘lll"。 、,㌶{(
関係で始まったからであります。そんな訳で後藤
研の方々とは広く交際させていただきましたが,建 設,利 用など,願 ってもなかなかやらせてもら
第五福竜丸のビキニ水爆被災事件をへて,昭 和35え ない貴重な体験を,存 分 にやらせてもらった私
年 に東北大学理学部へ移ってからは,道 一つ隔て に待っておりましたのは,他 ならぬ附属材料試験
た金研/号 館前の電子シンクロトロン施設の一角 炉利用施設(大 洗施設)の アクチノイド元素実験
に研究室があった関係上,新 たに発足 した放射線 棟の設計,建 設,整 備でありました。これを建設
金属化学部門の鈴木研の方々をふくめて,一 層活 する上で人知れず私 が一番心配いたしましたの
発 に相互交友する機会を持たせていただきま し は,実 は埋蔵文化財と地盤のことでありました。
た。その後,富 沢の原子核理学研究施設(核 理研)と いいますのは,川 内附属図書館の増設工事はそ
へ移 りましたので距離は多少離iれましたが,電 子 の場所柄避けようがないのは判りますが,青 葉山
ライナツクの共同利用で,は たまたサイクロトロ 理学部分析センクーや理薬図書分館でさえ発掘調
ン ・ラジオアイソトープセンター(サ イクロセン 査のため,工 期を大幅に延長させられたという苦
ター)の 発足に際しても,AVFサ イクロトロン い実績が残されていたからにほかなりません。幸
の共同利用で 相互の行き来は絶えることなく継 いにして大洗施設近辺はまだ史跡指定を受けてお(
続させてもらっておりましたが,図 らずも放射線 りませんでしたが,日 本中どこを掘っても遺跡,
金属化学部門を担当することになってしまい,本 遺物がでてきてしまうという今日この頃でありま
人が一番驚いてしまったものでした。そんなごん す。
なで私自身,あ っちこっちと遍歴してきたつもり 鹿島,香 取両神宮の由緒を紐解くまでもなく,
でおりましたが,な んのことはありません,孫 悟 当地はかなり古くから開 けたところであります
空ではありませんが,お 釈迦様の手の平を一周 し し,中 世にあっては平将門をはじめ坂東武者が践
ただけで元に戻ってきてしまったのではないかと 属 し躁願したところでもあります。また,近 くに
いう感概にとらわれたものであります。「縁と浮世 ある澗沼(ヒ ヌマ)は 古称蒜間江(ヒ ルマノエ)
は末を待て」とか 「縁は異なもの味なもの」と世 といわれた水路の要衝で,古 くから里人のなりわ
間ではいいますが,後 藤先生にしろ塩川先生にし いのあったところで,大 洗磯前(イ ソサキ)神 社
ろ,さ ぞ苦笑されたことでしよう。 という古社の存在がそれを裏付けております。建
核理研電子ライナツクの設計,建 設,利 用とか,設 工事が着手される前のある日,鹿 島,香 取両神
サイクロセン9-AVFサ イクロトロンの設計,宮 に参詣する機会に恵まれ,鹿 島神宮の宝物館を
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拝観した折のことですが,古 代鉄文化の象徴とさ 何も出やしませんよ」と,い たって呑気なことを
れる丈余におよぶ直刀の存在に,奥 州において発 いいながらどんどん掘削を進めていきました。1
展した蕨手刀(ワ ラビテトウ)の 流れを想いその 米,2米,3米,5米 と掘り進みましたが,監 督
見事さと迫力に驚かされましたが,さ らに坂上田 の洞察どうり何も出てきません。水すらでてきま
村麻呂と戦ったその伝承者,悪 露王(ア テルイ)せ ん。遂にAO米 の掘削が完了しましたが湧水ゼロ
の首のレプリカをその一隅に発見 して意表をつか で,砂 岩の岩盤が露呈されました。これで私の杞
れ,達 谷の窟(タ ツコクノイワヤー一関市郊外)憂 は全く打ち砕かれ 「案するより産むが易し」「果
と彼の無念さに想いがいたり,見 たくないものま 報は寝て待て」と幸先きの良いスダートが確保さ
で見てしまったなと,こ の時ばかりは正直いって れたのであります。以上,金 研を去るにあたって
何か不吉な予感に襲われてしまいました。勿来,誠 につまらない話で恐縮いたしますが,こ のよう
白河の関を介しての当地と奥州との交流について に何も出てこなかった時は記録に残りませんの
は史実に事欠きませんが,大 洗施設周辺の原子力 で,次 の工事がいつかは知りませんが,そ の折の
1研 究所,動 燃事業団,そ して施設それ自身の建設 参考にもなればと敢てここに書かせていただきま
は,埋 蔵文化財保護条令発令前で したので,埋 蔵 した。
文化財に関する資料は全く残されておりませんで むかし鉄文化の象徴であった奥州刀鍛冶文化が
した。事ここに到ってはもはや運を天にまかせる 口本各地に伝播 したように,い ま金研の金属材料
以外,手 の打ちようもありませんで した。 文化も大洗に,あ わせて日本全国に,そ して世界
建設工事は昭和62年1帽/8日 の鍬入れ式に引き 各国に伝播 し,本 年創立75周 年を輝かしく迎える
続き,工 事現場事務所の設置,資 材の搬入,地 盤 ことになりましたことを心からお慶び申し上げ,
整備としての50×35米,深 さGO米 におよぶ掘削か 今後一層のご発展をお祈り申し上げ,別 れの言葉
ら開始されました。工事現場監督は 「こんなとこ にかえさせていただきます。
工場から大学での研究へ
一 客 員教 授 と しての1年 間 一














ころまでであり,こ れ以上は分析化学に関する知 なかった。知識と云っても各論,ま たは個々の応
一5一




広川研,あ るいは原子スペクトル分析を専門と たことは,教 授会の開放的なことであった。教授




金属溶液と試料溶液を炉内で混合し,温 度を上げ 筆にかかると,あ の論文を見たい,こ の文献がほ
て乾固させ合金を作り,そ の後さらに温度を上げ しいといってもます90%は ない。暇を見付けて一
てこれらを原子蒸気にして測定する。このモデイ つの文献を入手するのにまる1[ヨはかかってしま
ファイヤがなければ一般には精度の高い分析がで う。こちらでは図書室に行けばア0%はその場で見r






































電 流 を 帰 還 制 御 に 用 い て,表 面 の 原 子 尺 度 の 起 伏Pyδ 一一一一/'一'・ ・N、...一___
ム ノノ
を探る装置である。"百聞は一見に如かず"の こと …多/ ,
わざ{こあるよう1乙 物事を注隷 く"見 てノ蜆 象 寧_一 一一y召c
/tの 本質を知ろうとする 「観察」は,自 然科学の基cu・ 」〒'+一 一
本 であ り,Binningら がSTMを 開発 し,Si
(GM)7×7構 造の原子像を発表したときも,世
界中の表面科学者の注目を集めたのは,"原 子が一1
つひとつ見える"と いうSTMの 分解能であっ 図1間1』¥鋸 愚 騨糠 灘 を近づけると・両者の
た%
S丁Mが 真空中だけでなく,大 気(ガ ス)中,
液体中でも擁 ル 例えば滝 気化学反応 をその る・すると・探針'試 米輌 者の波動麟 の重なり
場(in-situ)鰹 できることなど ・・も非常腫 要 から トンネ1庵 流が数nA～ 数/0nA淋 るが・
である。特1こ,最 近iこなり溶 液中で作製した清STMで はこのトン礼 電流の特,19をうまく利用
浄表面や電解液からの析出層において,原 子層が することになる・トンネル電流Jは 自由電子近似
得られていて ・・,この分野における発展が期待さ で〔よ 式(り)で表わされる・
J㏄exr⊃(-Adiii2S)(1)れている
。
桜井研究室1こおいては,STMの 最大の難点で ここ{こ・A=(4π/h)(2m)'i2・mは 電子
あった趙 探針先端の原子酉己列制御の問題を,室 の難 ・φは仕事関数sは 探金†一試料間の距離
温で鯛 する翻 イオン顕微鏡(FIM)をSTMで ある・このトンネ/庵 流は探金+と試科間の距離
醐 み込むことにより解決した譲 合型電界イオsに 極めて掘 で 蔚 レベ/しのE巨離の変動 こ対
ンー走査顕構(Fi.STM)を 開発 し,半 導体.し ても大きく変化することである・通常 鋸 表
金属の表面科学に応用している ・)一一7)。 面の仕事関数は数eVで あり・上の式に停を入れ
を瓢 野艀総 蟷穫 備 Σ響藷論糠 襲 欝懸
例とし(,Si(/り1)7×7上 の原子状水素吸着 ・・ は 鮪 変化することがわかる・9Eが ってこのト





図 りにSTMの 原理図を示す。図のように・先 ン字ル電流が一定になるようPzピ エゾ素子に電
端の曲率辛径が数nm～ 数10nmの 探針を試料表 圧をE口力口し,こ の状態でPx,P>ピ エゾ素子を用
面に/nm程 度の距離まで近づけて・探針 ・試料 いて二次元的に試料表面を走査すると,PZピ 工






凸の情報を与える事になる。図2は このようにし よる表面浄化,が ス吸着や金属の蒸着など)が
て得られたSi(IM)表 面の7×7超 周期構造の 容易である。また,(必 要であれば試料を移動 し
STM像 である。この図からはっきりと個々の原 て)他 の 表 面 分 析 装 置(低 速 電 子 線 回 折
子を識別でき,ま た,空 孔子点が存在しているこ(LEED),オ ージェ分光法(AES),反 射高速





なく,半 導体表面物理の分野での大きな課題の一STMが 登場 した直後に理論的にTersoffと
つであったが,STMを 用いてDASモ デル12)トlamannに より,指 摘されている13)。彼らは,
と呼ばれる構造であることが明確に示され,こ の 探針を半径Rの 球で近似 し,探 針の電子として球













(5)試 料処理(加 熱 ・アルゴンスパツタIYン グに 型13)
-8-一
度の真空側への浸み出しを一般的に議論すること 密度を計算し,そ の結果と実験で得られた △の大
により,探 針が表面から十分離れた位置(後 述の きさを比較することにより,②,(3)式 の妥当性を
記号を用いて,βz>/)に おいて,STMに より 示した。ここで,金 属の典型として,φ ～5e>と
測定される起状の大きさ(corru8ation)△ が すると,x-'・-O.08nMと なるので,例 えば,δ=
△=2κ 一1exp(一 βz)(2)O.5nmを1尋 るた め に は(4)式 でz=R十d～IA
β=(「/4)κ 一iG2(3)nmで なければならす,こ れを満足する探針は原
で近似されることを導いた(垂直方向分解能)。 た 子数個以下のクラスターである必要があることが
だ し,zは 探針中心から試料までの距離(針 の先 わかる。実際にAT&Tベ ル研究所のKukの グ
端から試料まで の距離をdと するとz=R十d)ル ープにより先駆的な実験がなされていて14),電
で,上 の近似において,ト ンネルコンダクタンス 界イオン顕微鏡(FIM)15)に より測定された探針
はzに おける局所状態密度に比例 している。x-1先 端のクラスターの大きさと,STMに より得ら
は真空中の波動関数の減衰距離で,仕 事関数を φ れたAu(100)5×1お よびAu(1/0)2×/





であるとがウス関数により像が"ボ ケ"た のと同(偶 然でなく)再 現性良く得られるためには,探
等であるとした(水 平方向分解能)。 さらに,彼 ら 針先端の形状を原子尺度で制御しなければならな
は,SLAPW法(surfacelinearizedい ことは明らかである。にもかかわらず,探 針を
augmented-Dlane-wavemethod)を 用 制御しようとする試みは先にあげた,Kukの グ






1{罪 巖繋 ㌫ 轡 嵐暴 蕪 璽憩
装置で観測されている探針一試料間距離の安定度
1改 善してある。後述の電歪素子(最 大変位/2nm)
、!ま 用1乙 高精度の定電圧源を直列に2台 用いてあり,
陰:1当 諜 幾 臨 よりべ一1レ襯/200i/S
ブ リメ ー シ ョ ン ポ ン プ に よ っ て,/×10-9Pa(1
×/0-iiTOrr)に 保 た れ る 。 ま た,排 気 側 に501/s図羅 蘇銀 鍵鷺灘欝 鑑㌍詣 票1灘o讐 肇
繍 鯵 罷 麟 繍M徽 竃肝鋤;簗製ン繋 黙 麗
イ クロメー ターヘ ッ ドを押 し上げる と,レ バーは折れ中 ま で 到 達 す る 。 試 料 の 通 電 加 熱 で は,試 料 は高 さ
鉦 曲が り・ ピボ ッ トポ ィン トがス トッパーに移 る(微 が 等 し い2イ 固の タ ンタ1レブ ロ ・)・/0の上lz・ タ 汐
ルのクリップで両端を固定してあり,加 熱中の脱
STM探 針先端の原子配列を評価 ・制御(観 察 ・ がスが極力抑えられる。
加工)出 来る手法が,FIM以 外にないことも,良 この装置の最大の特徴は,FIMを 使 って手軽
く知られた事実であると言える。 に探針のチエツク,改 良をすることができるとこ
我々は,こ のような問題意識のもとに1986年 に うにある。このF=IMに はいくつかの工夫が凝ら(
FIMをSTMに 組み込んだFl-STMの 関発 を してあり,そ の構成は負電極,シ エブロン型チャ
始め,こ れを1988年 に完成させた。本節で,こ の ンネルプレート(CMCP),ス クリーンおよび探
Fl-STM装 置の概略を述べる。 針からなっている。STMモ ー一ドからFIMモ ー
F卜STM装 置 全 体 の 写真 を図4に,ま た,ド に換えるには,試 料を探針から離し,FIM部 を
STM本 体の写真を図5に 示す。装置の特徴を,直 進運動導入端子を用いて左からSTM部 へ移
3節 であげた重要項目の川頁に整理すると:動 し,探 針 の直上に負電極が来るよう にす る。
装置全体は空気バネ除振台上に据え付けられてFIMに 必要な高電圧(2～8k>)を 探針に直接
いる。STM本 体は伸びが/00cmの バネ(共 周波数E肋 口することは,ピ エゾ保護のためにできないの
は0.5Hz)3本 により吊るされていて,ま た,渦 で,代 わりに負電極を導入してある。この電極は
電流減衰器としてサマリウム ・コバル ト磁石と銅 探針先端を中心に球面の一部をなしていて,数
板の組み合わせを用いている。さらに,高 周波成k>の 負電圧をカロえることで電界イオン化と電界
分を除くために,バ イトンの ○一リングによって 蒸発に必要な電界を生じさせる。CMCP前 面は
仕切られた5段 の金属板スタツクを導入してあ 約一/.5kV,後 面は0>の 電位にしてあるため,
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ヘリウムが スイオンを加速するのに役立ってい 面においては約/.8eVで あるという実験結果か
る。また,そ れに加えて増幅率の高いCMCPを らも予想されることである。
用いているため,探 針を(液 体窒素等で)冷 却す 以上,述 べたいくつかの特徴を有効に活用する
ることなく,常 温で必要な解像度の像を観察でき ことにより,"見 たいときに""見 たい試料表面で"
る。常温でのFIM像 観察はきわめて重要で,こ の いつでも原子が見られるきわめて完成度の高い
ために,探 針を冷却する場合には避けられないFl-STMが 開発されたわけである。
STM本 体の温度変化が原因の"熱 ドリフト"の
問題を克服出来,探 針を見たい時にいつでもFIM5.実 験 例
が使える様になっている。 本節では,円 一STMに よる実験例 としてSi
探針をFIMで 観察 し,電 界蒸発 を用いて探針(//1)ア ×ア表面における原子状水素吸着とSi





試料ホルダ ーを保持するレバーを90.近 く回転 Ωcm,ド ーパントはAs;n型)か ら4×19mm2の 大き
させて,試 料を探針から十分離すことができるこ さに切り出し,高 純度メチルアルコールでふいて
とは,Demuth型STMの 重要な特徴の一つで 真空中に導入した。熱処理は通電加熱{こより行な
ある。本装置では,こ の特徴を生かして,す でに った。700℃で一晩予備脱がスを行なった後,真 空
述べたことも含めて,(/)試 料の通電力ロ熱,(2)探 針 が3×/0-7Paよ り悪くならないように徐々に温
のFlM観 察,(3)金 属原子蒸着,(4)nNス 分子 ・原子 度を上 げながら瞬間加熱を繰 り返 し,最 終的に
吸着等は,試 料を移動しないでできる。又,真 空1200℃ で30秒 処理することにより清浄表面を得
qコで壁開によって試料を用意する事も可能であ て,STMに よりそれぞれ,7×7お よび2×1
る。試料は移動用試料ホルダーに乗せ,チ エンバ 構造を確認 した。原子状水素は,内 径3mmの ステン
ーの右辛分に移動して,(5)LEED/AES観 察,レ スのパイプ をバ リアブルリークバルブに直結
(6)RHEED観 察,(7)ア ルゴン銃照射および通電 し,先 端を試料から約20mmの 位置に置き,1500～
カロ熱が可能で,さ らに,主 装置の真空を破らすに1800℃ に通電加熱されたタングステンフィラメン
容易に試料を外部から導入することのできる試料 トを試料とパ イプの間に設置することにより得
'交 換槽も備えられている
。 た。アルカリ金属の蒸着源と してはSAES社 の
このエアロック型の試料交換槽を利用して,(8)も のを用いた。試料より細20mmの 位置まで蒸着源
蓄電式イオンポンプで排気される試料運搬用真空 を近づけたが,蒸 着qコの試料の温度はほぼ室温で




FIMを 用いて探針の詳細な評価をする ことに 性において,実 験と理論の両面からの研究が協調
より明らかになったことであるが,探 針として通 的に行なわれる最初の系として知られている。
常のタングステン線材(ほ とんどが 〈MO>方 向)一 般に,原 子状水素はSiの ダンゲ リングボン
の代わりに 〈1//>方向の単結晶を用いると,分 解 ドと結合しSiHを 形成する。また,Si-Hの 結合
能の安定性・再現性がきわめて高くなる。これは,が 強いために,Hの 被覆量が多くなるとSiど う
W(1/0)面 上の1個 のW原 子が変位するときの しの結合が切断されて,Hと 結合しSiH2,SiH,






て,こ うしたSiH2,SiH,が 形成されるかどうか アルカリ原子の飽和吸着量,吸 着位置(吸着構造),
については議論が分れていた。図6はSi(/1/)ア 電荷の移動も含めた電子状態,集 団励起の問題(吸
×7清 浄表面(a)と原子状水素を導入後のSTM着 層の金属性の起因)な どが,特 に注目されてい
像である((b),◎)。水素と結合したアドアトムは,る 。
ダング リングボンドの準位がシフトするため,(b)吸 着初期(被 覆率 θ=～ り%,た だし,ダ イマー
では暗くコントラストされている。 しかし,水 素 の個数を θ=1/2と する)に 置けるアルカリ金属
と反応 したアドァトムの位置は,も との ア× ア構 の吸着の様子を図 アにまとめる。㈲,(b),(c)は,
造 の位 置 とは変化 してお らず,従 ってSiH,,Li,1〈,Csの 吸着したSi(/00)表 面のSTM像
SiH,の 形成に必要なアドアトムと下地との結合 の例で,(d),(e),(f)は それぞれの吸着の模式図で
の切断は生じていないことがわかる。このことは,あ る。これらのアルカリ金属の初期吸着の類似点
吸着初期においては,HはSiの ダングリングボ としては,(1)アルカリ金属は,Si原 子のダングリ
ンドと結合 してSiHを 形成するのみで,SiH,,ン グボンドと強く相互作用を及ぼし,ダ イマーの
SiH3は 形成されないことを示している。ところ 片側に寄った位置に吸着する。②吸着により,非
が,原 子状水素の被覆率を増すと,位 置のずれた 対称ダイマーを安定化する。③吸着の影響は長距
ア ドアトムが観察され(C)・吸着が進むにつれて・ 離に及ぶ等があげられる。相違点として,(1')Li(
ア ドアトムと下地の接合が切断されることが確認 がダイマー/個 の上に吸着するのに対し,Kと
された。Csは2個 のダイマーの間に吸着する。(2')Li
とKに おいては,非 対称ダイマーの安定化が長距
5.3.Si(100)2×1-Li/KICsg)・10)離 であるのに対し,Csに おいては,非 対称のダ」
金属や半導体表面におけるア/レカリ金属の吸着 イマーの安定化はダイマー数個に制限されている
現象は,表 面物理学のスタート時から注目され,が,表 面の,特 に空準位の電子状態は,吸 着Csの
現在まで多くの研究がされ続けている。その理由 量と比べてかなり広い領域に渡って吸着の影響を
として,ア ルカリ金属の吸着による仕事関数の著 うけ,ダ イマー3個 おきの周期牲 がみられ る。
しい減少や,触 媒活性の変化,ま た,酸 素との共(3')吸 着量を増加させたとき,KとOsで は(3
吸着による負の電子親和力の出現などがあげられ 倍周期の)規 則構造がみられるが,Liで は,不 規






図7Si(100)2×1表 面 上 に 吸着 した(a)Li(Vs=-1.2V),(b)K(Vs=-2.OV),(c)Cs(Vs=-1.6V)のSTM
像(q～1%)。(d),(e),(f)は 単 原 子 吸 着構 造 の そ れぞ れ の 模 式図 で,二 重 丸 は アル カ リ原 子,黒 丸+白 丸 は安 定
化 され た非 対称 ダ イマ ー(黒 丸 が表 面 か ら飛 び 出 してい る),黒 丸+黒 ぬ き二 重 丸 はバ ッ ク リング の程 度 を小 さ
い 非 対称 ダ イマ ー,黒 丸+黒 丸 は安 定 化 され てい な い ダ イ マー を示 す。
6.む す び(/988);3Td,0ψ 堀J,Microsc.152,1-875
1こ こ に 簡 単 に 紹 介 し たF【-STMに よ る 表 面 の(1988);Proc.4thInt.ConfSTM/STS,
吸 着 構 造 研 究 か ら も,Fl-STMが 従 来 の 表 面 研Oarai,1989,J.Vac.Sci、Technol,A8,153-720
究 法 と 較 べ て も 非 常 に 有 効 な 手 段 で あ る こ と は 容(/990)な ど を 参 照.
易 に 理 解 で き る 。当 研 究 室 に お い て 現 在 複 数 のFl(3)0.M.Magnussen,J.Hotlos,R.J,Nichols,
-STM装 置 が 稼 働 中 で ,へ き 開 面 及 び 薄 膜 界 面 のD.M.KolbandR.J.Behm:Phys.Rev.Lett.
STM実 験 及 び,準 結 晶,高 温 超 電 導 体 の 研 究 等24,2929(/990).
も 進 行 中 で あ る 。(4)T,Sakurai,T.Hashizume,1.Kamiya,Y.
Hasegawa,T.Ide,M,Miyao,1.Sumita,A.





























新 素材 開発 施 設
近年のエレクト[コニクス産業の著しい発展に伴 キー(OZ)法)及 びスカル ・メル ト法であり,高
い,基 盤材料である新機能を有する新材料のバル 品質,大 型,長 尺の結晶作成が可能な方法であり(
ク単結晶の開発並びにその高品質化,大 型化に関 ます。また治具等を付加することにより,ブ リッ
する研究が強く望まれております。しかしながら,ジ マン法による結晶作成も可能です。本装置の本
現在のバルク単結晶作成技術は多分に経験則に基 体(結 晶を作成する炉の部分)を 写真/に,コ ン
つくものであり,結 晶作成中の物理的,化 学的基 トロール部を写真2に 示 しました。コンピュータ
礎現象が解明されていません。そめため,新 材料 一で制御することにより自動で結晶成長が可能と
開発に多大な支障をきたしており,基 礎現象解明 なっております。
に基づくバ/レク単結晶技術の大幅なブレイク ・ス 本装置は,最 高2000℃,100k8/cm2と いう高温,
ルーが強く望まれています。 高圧下 における結晶作成が可能であるとともに,
本液相凝固制御装置は,バ ルク単結晶作成にお 高周波加熱方式(内 径2イ ンチ,高 さ2イ ンチの
ける基礎現象の解明から,新 材料開発,材 料の高 ルツボを使用した場合60kg/OM2の 圧力下で2000℃
品質化 ・実用化等,基 礎から応用まで幅広い研究 の加熱が可能),抵 抗加熱方式(内 径4イ ンチ,高
に適用できる装置であります。本装置で用いたバ さ5イ ンチの石英ルツボを使用 した場合100kg/












瞬 幽 ・・ 写 真2コ ン トロ ー ル 部
曜霜 壷
1㌦ 『華 福貯 ・,一 を図2に 示しました。結晶作成は大変高温で行わ





半導体,金 属間化合物等の広範囲にわたる結晶材 す。そのために,現 状では,ス ーパー ・コンピュ
料の作成が可能です。また融液を超精密制御する 一ターを用いた数値解析や,融 液を模擬した低温
ことにより,III族とV族 との化合物,II族 とVI族 流体を用いたモデル実験での研究が行われていま
との化合物及びそれらの3元 混晶や4元 混晶等の すが,本装置は実際の結晶作成中にX線 で透過す
新物質の創製やそれらの高品質単結晶の育成,欠 ることにより,融 液内の流れの状態や固液界面形
陥制御,材料高品質化に関する研究を行うために,状 の様子を観察することができます。これにより,
蒸気圧制御,蒸 気注入融液組成制御,液 体被覆制 従来大変困難であった固液界面形状制御や,融 液
御機能が備え付けられています。 内対流制御が実際に目で見ながらできるととも
現在私どもは,融 液及び結晶内の組成の厳密制 に,これらの現象の把握が容易に可能となります。
御による高品質単結晶の育成並びに微小欠陥制御 私どもは,各 種酸化物,II-VI族 化合物半導体















なっています。X線 撮像システムの模式的構成図 図1連 続チャージ引き上げ法の模式図
一15一







そのためにも基礎から応用まで,ま た各種の結晶(福 田,「=川,岡 野)
金研創立75周 年記念 事業について
本年5月21日 は,金 研が本多光太郎教授の主導ii .「走査 トンネル顕微鏡の発明」
のもとに,大 正5年 臨時理化学研究所第二部としlBM特 別研究員
え発足して以釆75周 年の記念日に当たります。 ノーベル物理学賞受賞者(
つきましては,物 質科学および材料工学の分野H ,ROhrer博 士
において,こ の三世代に互る本所の貢献を記念す
べく,5月1ア 日(金)よ り5月19日(日)ま で以下のII .5月18日(土)お よび19日(日)
ような祝賀行事および所内公開展示を計画 してい 所内一般公開……10:00～ りア:00
ます。 新研究棟一階ロビーおよび各研究室
1'澤蹴∵ 論轟競謙 観羅
L欝響 勤 簾樺 踏 鍵蕪1





石巻専修大学理工学部 増 本 剛
1.は じめに4/:00融 点下での焼結と徐冷による高密度,高
次世代半導体材料として近年注iヨを浴びている 配向カルコパイライト結晶の作製
、 三元及び多元化合物半導体,本 研究会では主とし 山本信行,堀qコ †専道(阪 府大)
i
.
て1-III-VI,族 カル]パ イライト型化合物を対/1:30四 元化合物の結晶成長と物性
象としたが,こ れらは現在研究の萌芽期にある。 入江泰三 遠藤三郎,中 西久幸(東 理大)
多兀系であるがゆえにます単結晶成長が困難であ セッション2カ ルコパイライト型化合物の薄膜
り,バ ルク及び薄膜成長においてそれぞれの化合 成長
物の特徴と用途に適 した成長法が要求される。一(座 長 入江)
方,こ れら化合物における物性評価は応用への可13:30減 圧MOC>Dに よるカルコパイラ イ
能性を探る第一歩として,不 可欠のものであるが,ト 薄膜の成長と評価
末解決の問題が多い。このような現状を踏え,三 本田 徹 乙間広巳,原 和彦,
元及び多元化合物に関する研究者が一堂に会 し 吉野淳二 柊元 宏(東 工大)
て,そ れらの結晶成長と物性評価に関して討論す り4:00金 属塩化物と硫化水素を用いたワイドギ
ることを目的として本研究会が開催された。 ヤップ銅カルコパイライトの気相工ピタキ
シャル成長
2.研 究会報告 飯田誠之,埠 井 望 五十嵐雅一,
本研究会は東北大学金属材料研究所三号館講堂 山内敦典,金 藤 仁(長 岡技科大)
で6月28～29両 日にわたり行われ,所 内,所 外合/4:30CuAISe2のMBE成 長 と結晶評価




6月28日 ㈱ 竹野下寛(阪 府大)
9:40開 催に当たって増本 剛(石 巻専修大)16:00CulnSe2薄 膜の作製とその太陽電池ヘ
セツション1カ ルコパイライト型化合物のバル の応用
ク成長 酒井 博(富 士電機総研)
(座長 増本)16=30印 刷焼結法によるCulnSe2膜 の作製
/0:000uGaS2の バルク単 結晶成長 一溶液 有田 孝・室園幹夫(松 下電池)
Brid8man成 長法,THM6月29日 ㈹
三宅秀人,杉 山耕一(三 重大)セ ッション3遷 移金属を含む三元半導体の成長
/0:30CuGaS,の バルク結晶成長とフオトル と物性評価
ミネツセンスによる評価(座 長 望月)
白方 祥,磯 村滋宏(愛 媛大)9:00HotWall法 によるCdMnTe膜 の作製
と光学的評価
一17一
岡 泰夫(東 北大科研)て 討論された。三宅ら及び白方らはOuGaS,の
9:301CB法1こ よるOd、 一。Mn。Te多 層薄膜の 良質な結晶がlnを 溶媒とする液相からも,ま たヨ
磁気光学効果 ウ素を輸送剤とする気相からも成長可能であるこ
小柳 剛,阿 武宏明,松 原覚衛(山 口大)と を示し,そ の最適成長条件を明らかにした。山
10:00CdMnTe薄 膜のMCDス ペクト/レ 本らは銅インジュウムカルコゲナイ ドの焼鈍によ
安藤功児,奥 田高士(電 総研)る 固相成長について報告 し,固 相成長においても
(座長 飯田)(M2)面 に配向する単結晶状のものが得られるこ
M:000uAIS2:Mnの 時 間分解発 光スペ ク と及び配合組成によって伝導型も制御できること
トル を示した。
佐藤勝昭(農 工大)入 江らは4元 化合物CdlnGaS4を とり上 げ,
M:30ス ピネル化合物の赤外物性と応用 融体及び気相から成長した単結晶に関し,そ の結
若木守明(東 海大),新 井敏弘(筑 波大)晶 構造を検討し,強 い緑色発光との相関について




小長井誠,U」 中悟司,山 田 明(東 工大)MOCVD法 に よ るCUGaSe2及 びOuGaS2
/3:30高 感度ラマン分光法とCulnSe2へ の応 成長の際のvl族 元素原料について検討しJSe原
用 料にはDESe,S原 料にはDMDSが 適当で,
谷野浩史,大 串秀也(電 総研)III族 原料との寄生反応がないことを報告した。飯
13:400ulnSe2のX線 光音響分光 田らは金属塩化物(CuCl,GaCl3)と 硫化水素
豊田太郎(電 通大),升 島 努(広 島大)を 用いたC>Dに お いてもCuGaS2エ ピタ キ
塩飽秀敬,飯 田厚夫,安 藤正海(高 工ネ研)シ ャル膜の作製が可能であることを示 した。一方
14:10AgGaS2結 晶の欠陥制御とフォトルミ 盛田らはMBE法 を用いて,CuAISe2エ ピタキ
ネッセンス シャル膜の作製に初めて成功した。日本における
望月勝美(石 巻専修大),こ の種の化合物のMBE成 長 は初めてで注目さ
増本 剛(石 巻専修大,電 磁研)Rた 。竹野下はln溶 媒を用いCuAl.Ga1-.S,を
丹羽英二,中 村直司(電 磁研),野 田泰稔,ZnSe基 板上にLPE成 長させた。高効率を示す
Ei)11吉孝(東 北大)太 陽電池用材料として期待されるCulnSe2薄 膜(






財部健一(岡 山理大)元 半導体の結晶成長と物性評価 に関して,5つ の
り5:45終 わりに当たって 発 表 が あ っ た。岡 ら,小 柳 ら及 び 安 藤 ら は
入江泰三(東 理大),佐 藤勝昭(農 工大)CdMnTeの 多層膜の作製 とその物性並びに光
アイソレータへの応用の可能性を示 した。Hot-
3.成 果Wall法 や10B法 によるエピタキシャル多層膜の
初口の午前中のセッションは1-III--VI2族 力 作製において,良 好な周期構造が得られており,
ルコパイライト型化合物のバルク結晶成長に関し 井戸層の変化と共に,フ ァラデー回転の分散ピー
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クが高工ネルギー側ヘシフトし,か つピークも大 べ,正 方晶歪 ηが4GPaま で変化しないことを
きくなることが示された。 示 し,ま た,AgGaS2に おいて価電子帯A,B
佐藤らはOuAIS、 〔PのMnの 時間分解発光ス 及びC構 造工ネルギーの圧力による変化を明らか
ペク トルを示し,ZnS(Mn)に おけると類似の にした。
減衰挙動を示 した。一方,若 木らはスピネル型
HgCr2Se、 の光伝 導型 赤 外検知 器 を試 作 し,4.ま と め
HgCdTeに 劣らない性能を示すことを明らか 来る9月1/日 ～/4日 にソ連のキシニョフにて第
にした。8回3元 及び多元化合物国際会議(lCTMC-8)
午後のセッションはカルコパイライト型化合物 が開催され,3年 後の1993年 には日本における2
結晶 ・薄膜の物性に関し5つ の発表がなされた。 回目の開催が予定さRて いる状況下にあって,今
小長井らはOulnSe2薄 膜のラマンスペク トル測 回の研究会はまことに時機を得たものといえる。
定によって結晶化過程を説明し,谷 野らは高感度2日 間にわたり熱心かつ活発な意見交換ができ,
・ ラマン分 光法 を開発 し,弱 いラマ ン光 をもつ 今後の研究に多くの指針が得られたことは極めて
CUnSe2へ の応用について報告した。豊田らは 有意義であった。
X線 光音響分光(PAS)がK吸 収端領域の微細 研究内容 を総括すると,全 体として良い品質の
構造(XANES)を 反映することを明らかにし,バ ルク及びエピタキシャル膜ができつつあるとい
初めてCulnSe2に おけるスペク トルを示 した。 う印象を受けた。今後,非 線形光学素子,青 色発
望 月らは種々の熱処理 を通 じてAgGaS、 の格 光素子,光 アイソレータ及び太陽電池等への実用
子欠陥を制御 し,フ ォトルミネッセンスの測定か 化を目指して基礎固めが不可欠と考えられるが,
ら禁制帯中での電子欠陥と格子欠陥との相互関係 同時にこのような研究会を通じて研究者間の交流
を検討した。滝沢らは電子線照射したCdlnS、 の をより活発化することが研究意欲及び発展に寄与
ESRス ペクトルを測定 し,浅 いトラップ準位を するものと認識された。
明らかにした。財部はCuGaS2の 圧力効果を調
アクチナイ ド化合物の固体物性
〔 東北大学理学部 糟 谷 忠 雄
東北大学金属材料研究所 鈴 木 謙 爾
1.は じめに る。このような状況の下で,ア クチナイド化合物
アクチナイド化合物は,価 数揺動,近 藤状態,に 関する最先端の研究をしておられる方々に講演














東北大金研 鈴木謙爾 物性の発現機構を明らかにするには,原 料U金
ω ウラン ・プニクタイト ・カル]ゲ ナイド三元 属に含まれる種々の遷移金属,酸 素,窒 素,炭
系物質探索 素など不純物の影響を取り除く必要がある。超
東北大理 鈴木 孝 高真空中(10-11TOrr)で の帯溶融精製法と電子
(2)金 属ウランの純化 東北大金研 落合 明 輸送法を併用して,純 度が99 .99%(ICP分 析結
(3)ス ピン揺らぎ系及び重い電子系物質の異常物 果),抵 抗比が約20の ウランが作製できるように
性とその強磁場効果 なった。
岩手大工 池田弘毅 ② 単結晶試料の作製とその物性1
(4)UTGe(T:Ni,Pd,Pt)の 磁牲と伝導II二 元ならびに三元化合物の中心にして,良 質
東北大金研 川又修一,石 本賢一 単結晶の作製とそれに関する物性測定の結果が
山口泰男,岩 崎秀夫,小 林典男 報告された。UTGe(T=Ni,Pd,Pt)の 中
(5)新 三元系ウラン化合物UTX5の 合成 と評価ll生 子回折による反強磁性的な長周期磁気構造,
大阪府大工 奥田喜一U。TbX,(T=Ni,Pd,Cu;X=ln,Sn,Sb)
(6)三 元系ウラン化合物 ∪。T,X。の物質探索の におけるさまざまな磁気状態,電 気伝導性と強
現状 磁場あるいは高圧下での磁気相転移,URu,Si、
広島大総合 藤井博信 における反強磁性,四 重極オーダー,ODW状
(7)ウ ラン及びウラン化合物の水素化特性 態の競合の可能性ならびに磁場による近藤状態
東北大金研 山本琢也 の崩壊とメタ磁il生転移,∪ 、Geb,U,RUb系 化
(8)URu、Si2系 の磁性 合物の化学量論組成の違いによる構造,磁 性,
北海道大理 都 福仁 電気伝導性の多様さにつ いての紹介がなされ
(9)重 い電子系アクチナイド化合物の物性 た。また,U化 合物の電子状態の解明のために,
東北大理 糟谷忠雄 光電子分光と逆光電子分光の同時測定により,
12月26日 合金化ならびに加圧にともなう5f準 位 のフ
(10)U-Sn及 び ∪3T4Snl3系 物質の作成 と物性 エルミ準位に対する相対1立置の変化の観測が有(
測定 効であること,更 に,複 雑な5f電 子系の電子
東京都立大理 佐藤英行 相関効果を理解する上で,ウ ラン化合物に類似
㈹UCu、+。Al8-x系 の磁性 した価数揺動を示す4f電 子系ツリウム化合




㈹ ウラン金属間化合物の物質探索と低温物性 希土類金属(R)化 合物を下敷きにして,R原 子
東北大理 小松原武美 サイトを ∪原子で置き換える物質合成が試み
㈹ 磁性体ウラン化合物の照射効果 られ,実 際に化合物が形成できるか否かが系統
名古屋大工 松井尚之 的に調べられている。その際,負 イオンをドー
閉会の挨拶 東北大金研 鈴木謙爾 プして物質qコでの電荷のバランスをとり,特 殊
な結晶構造を安定化させたり,5f準 位 とフェ
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ルミ準位の相対位置 を制御 して化合物を合成 傷を加えるとスピングラス状態に遷移すること
し,物 性物理学的研究を行うと同時に,X線 回 など,オ ーソドックスな電子物性研究とは異な




Cu)を 加えた合金における電子の有効質量の 本研究会で報告されたように,東 北大学金属材
増大 とスピンの揺 らぎの相関性,U3T、Sn、3料 研究所試験炉利用施設(大 洗施設)に おける精
(T=Ru,Rh,lr)の 電流磁気効果や熱電気効 力的な研究の結果,高 純度ウランの精製が可能と
果 における様々な特異性,U-Au,∪OU、+.な った。来年度以降は,こ の良質ウラン原料を全
Al8.。など合金の磁性 とNMR,U。PtbSi、 の 国 の研 究 者 に供 給 して,典 型物 質 のUAI2や
磁性,電 気伝導,電 子状態など,多 角的な物性UP七3,本 研究会で紹介されたUGe2な どの純良
t研 究の結果が紹介された。 金属間化合物単結晶の作製,あ るいは新 しい化合
⑳ その他の性質 物の創製に向けて準備が整ってきている。全国的
U-T(T=Zr,Ti,Fe)化 合物のH,D吸 なアクチナイド化合物の研究を支えるセンター的
蔵 ・放出特性,水 素化物の安定性および試料形 な役割を果たすべく,本 学の大洗施設の研究体制
状 の変化 に関す る実験 から,ラ ーベス相 の を充実させる意味から,本 研究会でなされた研究




結晶材料化学部門 干 川 圭 吾
本研究会は,II-V工 族結晶を中心に化合物半導 創製の対象としても魅力あるII-VI族 結晶技術を
1体 結晶の作製 ・デバイス応用の研究に長年携わっ 中心課題に 「新機能性バルク結晶育成技術への提
ておられる,名 古屋大学工学部 赤崎 勇教授の 言」を副題にした,以 下のようなプログラムを企
御提案により,標 記のテーマで,平 成3年1月24画 した。
日,25日 の2日 間にわたって開催 した。昭和62年
9月 に第/回 の研究会を開催して以来今回で7回 開会の挨拶 赤崎 勇(名 大 ・工)
目を迎え,こ れまでに融液からの結晶成長「MeltII-VI族 化合物半導体結晶
Growth」 を[P心 課題にして,結 晶成長の基礎かW.Harsch(Ea81e-PicheP,U.S。A.)
ら成長結晶の応用に至る広い分野の課題を取 り上ZnSe青 色LED秋 本克洋(ソ ニー)
げ,大 学 ・国立の共同利用研究機関を中心に広 く ブIYツ ジマン法ZnSe育 成
企業の研究機関の協力も得て開催 してきた。 菊間 勲(茨 城大 ・工)
今回の研究会は,結 晶技術としては既に成熟期 ヨウ素輸送法ZnSe育 成 松浦興一(鳥 大 ・工)
に入っているSi結 晶,発 展期に入ろうとしてい 固相反応ZnSe成 長 寺嶋一高(東 芝)
るGaAs結 晶な どIII-v族 半導体 結晶に対 し コメント ・討論 田□常正(阪 大 ・工)な ど
て,結 晶技術としては未熟であるが,今 後新機能SiO単 結晶成長と青色LED上 田康博(≡ 洋)
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コメント ・討論 天野 浩(名 大 ・工)な ど デバイス開発まで総合的に進iめており,こ れらが
波長変換応用結晶技術の進展 有機的につながって効率的な技術進展が行われて
佐々木孝友(大 阪 ・工)い るものと推測される。大学の研究機関では,こ
化合物半導体結晶技術 赤井慎一(住 友電工)の ような幅広い研究開発体制実現は一般には大変
LE-VB法GaAs育 成技術 難しいが,こ れに対抗する1つ の手段として,い
干川圭吾(東 北大 ・金研)く つかの機関での協力 ・共同研究体制があるよう
B、03を 用いたVGF法GaAs結 晶 に思う。
岡部良宏(f主 金鉱)IV-VI結 晶に期待される新機能として注目され
HB法 大形GaAs結 晶育成 る青色発光用II-VI結 晶技術の展開では,青 色
井上哲也(住 友電工)LED素 子についてのデバイス応用の立場からの
GaAsの 二段ウエハアニー 」ング 報告に続いてZnS,ZnSe結 晶の育成技術とし
小田 修(日 本鉱業)て のブリツジマン法,ヨ ウ素輸送法,固 相反応法
コメント ・討論 岡田 広(神 戸製鋼)な ど などの研究の結果が報告された。これらの技術は ∫
シリコン結晶成長技術の歴史と課題 徐々に進歩を遂げているとはいえ,SiやGaAs
水間基一郎(日 本シリコン)結 晶に比べて大きな技術的ギヤツブがあり,こ の
化合物混昌育成技術 熊川征司(静 大 ・電子研)分 野の進展の困難さを改めて認識させられた。こ
微小重力下での結晶成長 西永 頒(東 大 ・工)れ は,青 色発光機能材料 として研究されている
超電導薄膜用基板技術111合 知二(阪 大産研)SicやGaNに 関しても同様な感が強い。一方,
閉会の挨拶 福田承生(東 北大 ・金研)二 次高調波発生(SHG)機 能を利用する波長変換
用結晶技術に関しても,最 近の無機 ・有機非線形
参加者は,2/の 大学および国立研究機関から29光 学結晶技術や波長変換デバイスの現状が報告さ
名,58の 企業からり0侶,と なり,金 研からの参加 れた。変換効率や位相整合の問題が解決されれば,
者23名 を合わせると合訓53名 と予想を大幅に越 青色発光のための本命になるかも知れないとの感
え,大 盛況となった。また発表に加えて討論も大 も強い。いすれにしてもこの分野の材料研究は基
変活発に行われ,発 表後の討論時間に加えて,ブ 礎研究段階であり,精 密な組成制御や熱 ・物質移
ログラムの所々に30～60分 のコメント ・討論の時 動現象の解明に基礎を置いた地道な結晶成長研究
間を設けたにもかかわらず,両 日とも大幅な時間 の継続が必要である。
延長となってしまった。これらのことは参力ロ者の2日 目の赤井慎一氏(住 友電工)の 講演では,
皆さんには大変な迷惑をおかけしたことになり,化 合物半導体結晶技術について 「今は何をする時(
今後の会場準備や,プ ログラム進行の反省事項と か?」 を軸に,市 場,技 術動向などの紹介があっ
なるが,一 方では大変嬉しい悲鳴でもある。 た。ここでは,基 礎研究段階から実用 ・発展期に
入ったとされるGaAs結 晶の場合,結 晶の大形
/日 目のEagle-PicherResarchのW.化,単 結晶育成の歩留まり向上などが企業におけ
Harsch氏 の講演では,米 国の有力なII-VI結 晶 る大きな課題として取り上げられている。これら
の研究機関でもあり,ま た結晶製造販売企業でも は結晶成長の科学とはかけ離れ,大 学での研究課
あるEagle-Picher社 での研究 開発 を通 して 題からは縁遠いように一見受け止められるが,実
の,米 国でのII-VI結 晶技術の現状と動向の紹介 はこれらの課題解決には,大 形化を阻む要因や,
であった。ここでは,こ の分野の技術の先導性に 単結晶歩留まり低下の要因が何なのかなど,結 晶
ついて知ると共に,こ の分野の研究の進め方につ 成長の基礎 に立ち返った研究が必須であることを
いても重要な示唆を得た。すなわち,Ea81e一 強く感ずる。講演者も強調していた 「地道な材料





したので,参 照されたい。本研究会は,共 同研究 の研究会で得た成果、情報を有効に活力して,所
を中心に進んだ研究成果の報告に留まらす,こ れ 内での研究,さ らに所外との共同研究の更なる成
らの技術分野を先導する有力企業の第一線の研究 果を期したい。最後に,こ の研究会の企画,開 催
者の参加 ・協力を得て,技 術動向や要求される研 にあたり,種 々の配慮を偵いた福田承生教授に感
究課題を的確に把握するよう指向していることが 謝する。




'梶 谷 剛/990 .11.り 助 教 授 不定比化合物物性学
相 原 智 康A990.11.1助 手 非平衡物質工学
橋 本 真 也/990./2.1助 教 授 回折結晶学
櫻 井 雅 樹/99/.2./助 手 ランダム構造物質学
廣 井 政 彦1991.2./助 手 低温物理学
ジヤる鴇 君 弓 り991
.3一 助 手 結晶欠陥物性学
胡 暁1991,3.16助 手 合金設計制御工学
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平成3年 度 東北大学金属材料研究所 研究会 採択一覧
奮彗 研 究 会 の 名 称 氏 ㌔ 表所属亨官職 開 催 期 間 醐 官
/0/パ/レ スパワー踊 と材糊 発 石井 彰三 饗 鞭 養3.6M・-3.6.1/2ep・7木 戸 鞭
り・2表 面原子の動騰 とその新しい言平価法 細 好正 翻 諜3.//.26-3.11272□ 間 仁科雄一郎
/03鋸 中のヘリウム 調 臨 響 顯 憂力3 .11.ア～3.1/,82B間 松井 秀樹
/04ヨ さ旱売9誘 ≧ ション 服/呆 轟 藷 授3 .11.アー3.M.93日 間lll添 良幸
/05熱 ・順 の車前送現象と結晶成長 春日 正伸 鐸 藏 授4 .1.23-4,/.242醐 細 甦
※開催期間は変更することがある。
平成3年 度 東北大学金属材料研究所 ワークシ ョップ 採択一覧(
欝 ワ ー ・ シ ョ ツ プ の8ilfi官 代 職表 ～ 名 開 催 期 間
201走 査 トンネ ル顕 微鏡(S■ 「M)と 表面科 学 助 教 授 橋 詰 富博3.5./4～3.5.152日 間
202非 結 晶物 質 の短 中距 離構 造 教 授 鈴木 謙爾3.5.20～3.5、212日 間
203材 料物性 研 究に お けるqコ性子散 乱 教 授 山 口 泰 男3 .5.21～3.5.222日 間
204高 温超伝 導 酸化物 の電 子 状態 と化 学結合 教 授 庄野 安彦3 ,6.6～3,6,72日 間
205C>D法 に よる酸 化物 高温 超伝 導膜 の作 製 と特牲 教 授 平井 敏雄3 .6.18～3.6.192日 間
206高 融点材 料 の基礎 教 授 山 口 貞衛3.7.19～3 .ア.202日 間
2・7酪 繍 ミュレーション{こよる結晶育成装置肛 学 教 授 罰 甦3、 ア.261H間
208中 性 子重 照射研 究 の推 進 教 授 茅野 秀夫3.9.1り ～3,9./22日 間
209高 圧 力下 物性 測定 技術 の進歩 と 物性研 究へ の応 用 助 教 授 金 子 武次郎3 .10.2り～3.10.222口 間
210ヨ 論 薦 論 氣=シ ョン 教 授Ill湘 幸3 .10.22-・3.10,232日 間(
21幅 旛 プローブと分析翻 こよる材来斗の超欄 教 授 櫻井 利夫3./0.24-3 ./・.252日 間
2/2材 料科 学 とデ ーク ベー ス 教 授 仁 科雄 一郎3./0.29～3./0 、302日 間
2/3酸 化物 超伝 導体 の 臨界電 流 と磁束 ピニ ング 教 授 小林 典 男3./0.31～3,//.り2日 間
2り4蕪 ンレス 鋼1こお ける高 纏 化の腰 性と 鑛 の 教 授 谷 野 満3。11.7-3.11.82日 間
215地 球環 境浄 化用新 材 料 教 授 橋本 功 二3 .11.18～3、11./92日 間
216高 圧 力 下で の結 晶成 長研究 の 最近の 進 歩 教 授 ノ」、松 啓3 .11.28～3.11.292日 閤
217蕪 ン元 素の 生成 とそ の処 理及び 不U用1こ関す る 講 師 臓 伊鵬3 .12.2-3.12,32日 間
218こ れ か らの 半導結 晶 欠陥 の研究 教 授 角野 浩 二3.12,5～3 .12.62日 間









平成3年 度 研究部共同研究 採択一覧
所 外 研 究 者 所 内 研 究 者
番 号 研 究 題 目
所 属 氏=呂 研究室 氏 名
9/りOO1酸 化物高温超伝導体の準粒子状態と物性 新 潟 大 ・理 加賀 裕之 立木研 立木 昌
　
91200/酸 化物超伝導発現機構の理論的研究 名 大 ・工 前川 禎通 刀 立木 昌
912002馨 化物超騰 体の甜 態の光電子胱1こ よる研 静岡大 電 珊 翻 安生 〃 鉢 昌
9/2003酸 化物超伝導体の組成分析 筑波大 ・地球科 末野 重穂 小松研 小松 啓
む
9/2004酸 化物超伝導体の電子顕微鏡観察 京 大 ・化 学 研 広井 善二yy小 松 啓
　
912005酸 化物超伝導ウィスカーの作成と特性 大阪工技試験所U」 下 博志7Y小 松 啓
911002藤 ジマン法{こよるBI系 超{灘 化物輪 晶 岩 手大 ・鞘 動 胴 ・ 林 成行
ロ
911003超 伝導酸化物単結晶育成の研究 東 北 大 ・工 越後谷淳一 刀 林 成行
む
9柵04拡 散場[‡〕での結晶成長形の不安定化 慶 応 大 ・理 工 齋藤 幸夫yy上 羽 牧夫
斐9Gり ・・5是 嘆 夢間化舗 鵜 晶の磁陛(Ce化 合物暇 岩 手 大 ・工 論 疎Ptm研 中II康 日召
む
9MOO6hp13型Fe7-。Mn。Ge6合 金 の磁 性 芝 浦 工 大 ・工 白石 浩 刀 中川 康 昭
911007藩 層状髄YbFα α 型の希土類鉄酸化物 お茶の水大理inm翠 ・・ 中)Hec昭
9り/・8房 誕 ムフラストレrrシ ョンfiSFe・Mn・一・Tio3お 茶の水大 ・理 鰍 窮 ・・ 中II順 昭
94aOO9旛 ウム三鵬 体および関連する多核鋸 錯体 東 北 大 ・理 撫 翼 ・・rp)11tc日 召
む
9110/0強 相関電子系磁性体の強磁場下相転移の研究 電 総 研 伊賀 文俊 刀 木戸 義勇
む
91104/希 土類と3d金 属の化合物の強磁場磁化過程 東北学院大 ・工 井円 秀秋]y木 戸 義勇
ロ
9//012強 磁場下での溶解によるMnBi結 晶の磁気分離 東北学院大 ・工 井門 秀秋 刀 木戸 義勇
9個0噸 強磁 場下における金属鷹 析反応醐 する研 京 大 ・工 撫 鰯 ・ 木戸 義勇
9MO44畢 言離 遷繍 ける半導体の電磁力励起によるバ 京大・肛 ネ研 紅 武 ノ 木戸 鞭
一25一
所 外 研 究 者 所 内 研 究 者
番 号 研 究 題 目
所 属 氏 名 研究室 氏 名
9//0/5騨 翫 難 鶴 鱗[こよる有機伝導体のスピン 東 理 大・理 厳 酷mP」11研 木戸 鞭
91GO16響 鬼 蕩臨 霧 嵩踊 曼溜 縷 力/レ蜘 大・斑 姜西修一E?K・・ 釘 武次郎
ロ
9110VFe、P型Cr化 合物の磁気転移温度への圧力効果 八 戸 工 大 太田 悟 刀 金子武次郎
む
9//0/8NiAs型 化合物の高圧 ・強磁場下の研究 東 北 大 ・教 養 上村 孝y]金 子武次郎
9り1・19編 無 層状金開 化舗 の圧力'齢 起相転 東北学院大・工 鰍 武 ・ 金子畝 郎
9G1・2。男購 だ 編 辺の化舗 傭 移点闘 する圧 東北学院大 ・工 軸 秀秋 ノ 釘 武矧
9MO2/夢 型トン礼 顕微鋤こよる超翻 力旺 麺 の観 阪 大・工 森 難 櫻畑 櫻井 利夫
刀 て ド
む し
9//022走 査トンネル顕微鏡による結晶欠陥の研究 東 大 ・工 前田 康二 刀 櫻井 利夫
9/り023嚴STMIこ よるS/GaAs表 酸 砒 機構の 筑波大 ・顯 工 董川 秀実 〃 櫻井 利夫
む
911024エ ピタキシャル成長過程の原子レベルでの研究 名 大 ・工 一宮 彪彦 刀 櫻井 利夫
91/025薯 疑 順 臓 を用し'たシリコン麺 の逆光 静岡大・電工副 寸上 鯛 ・ 櫻井 利夫
911026ぎ 灘 魏 上{こ吸乱 たアノレカリ鋸 のSTM胎 蔽 講 醜 正大 ノ 櫻井 利夫
9//・2犠 総 顯 る。幡 解翫 輔 体の電極上吸着 東 大 ・工 灘 昭 ・ 櫻井 利夫
911・2嚇 鍵 瀦 享額 の電子髄 一趙 トン礼 顕 静 岡 大 ・エeii□ 豪 ・ 灘 型奄
ロ
911029ビ スマス系高温超伝導体のSTM観 察 阪 大 ・産 研 川合 知二 刀 櫻井 利夫
91103螺 鵬 施 雍 【こよる鋸 間化合物中の第三元 京 大 ・工 馳 宏 〃 翻 不・†専
む
9f/031Naの 相転移前駆現象の研究 筑波大 ・物理工 大嶋 建一yy渡 辺 洋右
912・・6鮨 癒 　ブFIMIこ よるイヒ舗 半躰 一鋸 欄 立大総科 坂田 東洋 ・ノ 樫井 利夫
911032繋 ピン揺らぎ効果をもつ物質聴 化率1こ関す 岩 手 大 ・工 畑 弘毅 ・」、柵 小林 期(
911・33婆 化物高温超伝躰 ㈱1云 導脚 磁場依存性の研 副 大 ・鞭 森 克徳 刀/」 ・林 期
9/4・34藷 鼻垂諮 鹸 轟 謝 鮮 結晶薄膜[こおけ 九 大 ・理 趣 白 儒 … 」、林 期
9/り・35帷 子回折〔こよるUS磁 購 造の研究 北 大 ・理ksa鞭 榛)器 山・ 泰男
む
911036三 元系 γ一Mn(Fe,Ga)合 金 の磁 性 芝 浦 工 大 ・工 掘 富栄 刀 山 □ 泰 男
む
911037擬 二元系溶融塩の中性子回折 新 潟 大 ・理 田巻 繁 〃 山ロ 泰男
む
91/038La系 超伝導体及びその類縁酸化物の相転移 筑波大 ・物質工 神山 崇yyU」 □ 泰男
ロ
9//039Fe、1,NbX、(X=S,Se)の 低 温 中性子 回 折 筑 波 大 ・物 理 鈴 木 隆司 刀 山 口 泰 男
む
9MO40D、O高 圧相の構造 富 山 大 ・教 養 神垣 知夫 刀 富吉 昇一
911・4り8醗 謂 藷 號 粉 溜 灘 男集X:S1幡 総 研 傭 寿夫 〃/」 、野寺秀也
一26一
所 外 研 究 者 所 内 研 究 者
警 研 究 題 目 所 属 氏 名 礎 氏 名
gmO42RZn、(R二 希槻 単糧 の灘 九肛 大 ・工 北井 哲夫 榛)器 阿部veti;
9//043亘 方晶Sm金 属間化合物の磁性と伝導性 琉 球 大 ・理 矢ケ崎克馬y]阿 部 峻也
　
9G/044半 導体結晶における多転位状態の動特性 岩 手 大 ・工 今井 和郎 角野研 角野 浩二
91104賜 繍 イ巨鯉 輻 縮 器 の単結晶厳 と欠陥 軌 大・酬 醜 惇子 ・ノ 解 浩一
91200アSi中 の不純物酸素と関連した欠陥の研究 金 沢 大 ・教 養 馬替 敏治 刀 角野 浩二
む
912008高 純度Fe-Cr合 金の塑性変形と再結晶 京 大 ・工 牧 正志 杏野研 安彦 兼次
912・09晟 羅 拓繋 酸素の拡散及び酸素クラスターの形 神奈111大・糠 醐 髄Jll添 研fl1添 良幸
む
9/4046表 面融解と超微粒子の融解に関する理論的研究 岩 手 大 ・工 長谷lIl正之 刀 大野かおる
む
941047低 放射化バナジウム合金に関する研究 東 北 大 ・工 阿部 勝憲 茅野研 茅野 秀夫
9/20/0超 耐熱材料のqコ性子照射脆化に関する研究 岡U」 理 大 平岡 裕yy栗 下 裕明
9d20り拶 蛤 装置プラズマ対向材料の水素リサイクリン 核 融 合 研 細 耕治 鷹)馳 ・ 貞衛
911048金 属人工格子膜のRBS法 による構造評価 京 大 ・理 中山 則昭 刀 山口 貞衛
911049蕎/レ カリハライド単結晶の蒸胡 下地としての評 東 北 大 ・擁 舳 幸男 〃 山・ 貞衛
ロ
911050微 小点欠陥集合体を含む金属の陽電子寿命測定 北 大 ・工 義家 敏正 刀 長谷川雅幸
911054≦薇 奪蕩 繰 諸 貯 れた半躰 セラ 九大・応用曲 元 英一 〃 飴Ill雅幸
む
911052カ ルコゲン系アルモファス半導体のイオン注入 新 潟 大 ・理 土屋 良海 〃 長谷川雅幸
9り/・53着馨羅 鋸 を基とする合金中の水素の挙動1こ関 名 工 大 告成 修 松井研 松井 秀樹
9りり05犠 嗣 化舗 複相合金の高温クリづ1こ 関する研 舗 工大 ・工 煽 正久 ・ 鍛 稀
む
9/20/2金 属間化合物中の拡散 京 大 ・工 小岩 昌宏 刀 中嶋 英雄
94/055メ ゾスコピ・yク微粒子の形態および電子状態 石巻専大 ・理工 佐々木芳朗 仁科研1=科 雄一郎
91/056韓 与羅 携鑛 および胱 学的手法{こよる原 三 重 大 ・工 醸eZTvTk・ ・ イニ科雄一郎
91105禮 認i量 轟 朧 鵬 罷 額嬰胎 物の結踊 いわき曙 瑞 田 酵 ・ 倒 雄一郎
む
9/1058擬 一次元半導体の分光スペクトルと素励起 金 沢 工 大 ・工 三嶋 昭臣 〃 黒田 規敬
ロ
91/059三 元系非晶質合金の原子構造に関する研究 名 大 ・工 福永 俊晴 鈴木研 鈴本 謙爾
ロ
911060ウ ラン系化合物の良質試料の作成に関する研究 岩 手 大 ・工 吉澤 正人 刀 鈴木 謙爾
　
911061機 能性無機化合物がラスの構造に関する共同研究 阪 大 ・溶 接 研 槽咲 則正yy鈴 木 謙爾
む
9個062ラ ーベス相化合物の低温比熱 東 北 大 ・工 深道 和明yy鈴 木 謙爾
9//06糟 鷺 蔵融 議 ス合金の構造と物性1こおけ 名 工 舳 中 一英 ノノ 鈴木 調
一27一
所 外 研 究 者 所 内 研 究 者
番 号 研 究 題 目
所 属 氏 名 研究室 氏 名
gt/064纏 物鋤 肛 礼 ギ　励起〔こ関する中性子散乱 京 大・化 学研 金谷 利治 鈴木研S木 調
9柵65編 蓬ン液体合金の鋸 　ヲE鋸 轍 中距離 繍 薬 科 大lm)召 醜 ノ 郷 醐
む
9/4066発 光トンネル接合の研究 東 北 大 ・通 研 潮田 資勝yy鈴 木 謙爾
9G1067Sic系 アモルファス繊維の構造 大阪府立大 ・工 岡村 清人 〃 鈴木 謙爾
む
912013希 土類アモルファス合金の熱電能 広 大 ・理 桜井 醇児 〃 鈴木 謙爾
む
912014重 い電子系アモルファス合金の構造 宮 城 高 専 松浦 真 〃 鈴木 謙爾
912015ゾ ルーゲル構造転移 山 大 ・工 和泉 義信yy鈴 木 謙爾
f
む せヒ
911068金 属表面酸化物薄膜の構造と機能制御 北 大 ・工 瀬尾 眞浩 橋本研 橋本 功二
　
911069非 晶質合金の孔食発生確率過程 阪 大 ・工 柴田 俊夫 刀 橋本 功二
む
91/070レ ーザー表面処理によるTlN被 覆鋼材の作製 姫 路 工 大 ・工U」 崎 徹 刀 橋本 功一
91107耀 ツ化物イオン存在下での金属の不働靴 と醸 名 工 大 ・工 縁 俊明 ・ 髄m=
9//・72蕪 類複合靴 物1こよる合金の麺 瀬{こ 関する 北 大 ・工 鋤 英隆 ・ 橋本 功一
9//073轟 繍 隷 葬P合 金蠣 造と腐欝 動との 騙 大 ・肛 紐 隆 ・ノ 橋本 功二
む
9//074非 晶質合金の水素吸蔵と耐食性 中国工技試験所 西村 六郎yy橋 本 功_
9/りOア嘱 蕪 羅 富歎 論 る{扁析状態制御の粒界 東 工 大・エ;X流 徹 ・ 橋勒 二
む
911076ダ イヤモンドの衝撃i合成実験と希ガスの捕獲i機構 神 戸 大 ・理 松田 准一 庄野研 庄野 安彦
ロ
9110ア7金 属水素化物の衝撃圧縮 中 央 大 ・理 工 深井 有 〃 庄野 安彦
9MO78衝 撃圧縮によるBI型TaNの 合成 熊 本 大 ・工 真下 茂 刀 庄野 安彦
912016享 霧 鶴 錫 蓉晟よるSm-。o-○ 系超髄 鰭 資 源 研 馴 葡 ・ tSJIIS宏(
912・17灘 耀P法1こ よるSnO・Wt超 欄 子およ 京工繊大 ・工芸 中村 雅彦 〃ts川 昌宏
911079霜 慧 痛 系用 レファス合金の調 波用灘 愛 媛 大 ・工 無 隆 増本研 躰 健
む
9G/080準 結晶の構造解析に関する研究 無 機 材 研 〕」本 昭二 〃 増本 健
む
9f/081Al系 非晶質合金の固化成形とその材料評価 姫 路 工 大 ・工 泉 久司 〃 増本 健
9//・82馨 冷鯛 法iこよる告胎 金の離 能化1こ関する研 東 北 大 ・砧 屋 泰文 〃 躰{建
9MO83ア モルファス合金を原料とする酸化物触媒の調製 鹿 児 島 大 ・工 高橋 武重 〃 増本 健
む
911084超 急冷法によるTi-Nl系 合金の作製 東 北 大 ・選 研 松本 實]/青 木 清
912018金 属の液体金属脆化に関する研究 明 大 ・理 工 小泉 大一)y増 本 健
9M・85繋 繋i超 伝躰 薄膜のエネノレギrmギャ朔 こ 岩 手 大 ・工 齢 宏臓 森研 難 簾
一28一
所 外 研 究 者 所 内 研 究 者
番 号 研 究 題 目
所 属 氏 名 研究室 氏 二呂
911086希 土類アモルファス合金の磁歪 東 北 大 ・工 深道 和明 藤森研 藤森 啓安
ロ
9//087多 層膜における超伝導近接効果に関する研究 阪 大 ・基 礎 工 鄭 国 慶 刀 藤森 啓安
9MO88建 圧下1こおける鋸 人工格子の磁気抵魏 果の測 熊 本 大 ・教 醜 玄道 ・ 藤森 殴
9/1089人 工多層膜超伝導体の臨界電流{こ関する研究 岩 手 大 ・工 油 学 ・ 羅 巖妻
91109嵯 鑛/磁 性多層膜構造[こよる超1云導臨界電流上 阪 大 ・工 蕎木 亮三 〃 購楚 難
9/1・9/編 酷 雫劣齪 旧 一ゲン1ヒ舗 の証 力およ 横浜国 大・工 裡 素英 ・ 吉田 肇
む
9//092希 土類 ・ニッケル金属間化合物の磁性 富 〕」大 ・教 養 神垣 知夫 〃 吉田 肇
む
94/093LiNbO,単 結晶の割れに関する材料力学的研究 九 大 ・工 宮崎 則幸 福田研 福田 承生
ロ
911094化 合物辛導体結晶の欠陥と光学的評価 長 岡 技 大 ・工 飯E]誠 之]]福 田 承生
911095嬰 雛 部甑 物質醐 連する結晶の育成と構造及 東 大 ・廟 内 弘之 ・ 細 承生
む
9/1096高 効率非線形光学材料のレーザー特性評価 阪 大 ・工 佐々木孝友 〃 福田 承生
9個09鷹 灘 難 質用が ネソト固溶騨 結晶の成 金 材 研 撫 充典 ・y翻 承生
む
911098単 結晶作成プロセスにおける電磁熱流体解析 東 大 ・工 吉村 忍)/福 田 承生
む
9MO99バ ルクZnSe単 結晶育成の研究 北海道工開試験所 鵜沼 英郎/7福 田 承生
9//1・ ♀鍮 験 るバル弾 編1乍 成1こ関する熱 淋 早 大 ・理 工 軸 彰 ・ 醐 鶉
9///01礪 ン注入バルクZnSe結 晶の証 アニールの 慶応大 ・理 工 ㌫ 智 ・ 融 瓢
9M/・2あ 畿 蘇魏 嫁 嶽 離 翻 一cee合 欄 末 湘 南 工 科 大 婚 忠日碑 井研rp#麟
む
91//03コ ーテッド材料の機械的特性とその評価 琉 球 大 ・工 銘苅 春栄y]平 井 敏雄
む
911104Bi層 状構造化合物薄膜の電気光学的研究 八 戸 工 大 ・工 増田陽一郎 〃 平井 敏雄
む
9G/105超 微粒子の生成と特性 ≡ 重 大 ・工 斎藤 弥八 井上研 井上 明久
9/M・6盤 難 椌含Fe-(SLAI,Ge)給 鋤 総 愛 媛 大 ・工 鱒 隆 ・・#t明 久
94//07嚢 強度アルミニウム合金の超塑牲に関する基礎研 大阪府r大 ・工 彙 飼 ・・ 井上 明久
91り108舗 蓬型るつ1ま翻 法1こよるAI基 合鎌 体の米占 姫 肛 大 ・工 軸 喜清 ノノ 井上 明久
911109会1講 土縣 液体急冷合金の組織と強度{こ関す 細 大 ・鋤 細 充 ・y井 上 明久
む
911110高 温超伝導体のJc改 善の材料学的研究 秋 田 大 ・鉱 山 永田 明彦 花田研 花田 修治
9G1111翻 魑 騰 署糠 ニウム合金の耐磨耗性と機 細 大・鋤 虹 道弘 〃 花田 修治
む
9り/僧2金 属間化合物の変形と転位組織 宮 城 高 専 吉田 光彦 ノノ 高杉 隆幸
ゆ
91M43金 属間化合物の水素環境脆化 室 蘭 工 大 三沢 俊平yy高 杉 隆幸
一29一
所 外 研 究 者 所 内 研 究 者
誉 彗 研 究 題 目
所 属 氏 名 研究室 氏 名
ロ
912019金 属閤化合物の超塑性発現機能の解明 電 通 大 酒井 拓 花田研 花田 修治
912020Ni,Alの 延性化機構 岩 手 大 ・工 干葉 晶彦 〃 花Hヨ 修治
91202噛 欝 關 化舗 のプラズマ鵬[こ おける基礎9SS工 麟 服 江 和夫 ・ 舳 修治
912・22即 糖 隔 醤"そ 躍 こお{tるAm3+と 静 岡 大・理 菅沼 萸知 林 研 藤 伊鵬
91202嘱 晃チナイドkS胎 成のマイクロテクニツクの 鎌 大医短大 天野 訴 ノ in111曲
　
911M4準 結晶合金の高分解能電子顕微鏡観察 奈良女子大 ・理 松尾 欣枝 平賀研 平賀 賢二
9M115長 義 あ嵩蕪 義 華騨 鑛 黎基複舗 料の破 防 衛 瑞 躰 元 ・ 轄 賢二
,
　
91/4/6Fe-Pd合 金のbctマ ルテンサイトの微細構造 阪 大 ・基 礎 工 大嶋隆一郎 刀 平賀 賢二
9M/a7馨 微構 造焔 の副 騨 旨電子顕微鏡法[こよる解 阪 大・纏 舳 米E治 ・ 轄 費二
む
9M//8構 造相転位と微細組織の結晶学的研究 広 大 ・理 北野 保行yy平 賀 賢二
902024鑑HEMI法{こ よるTiAl中 の第≡元素の位置 岩 手 大 ・工 穣 晶彦 ・・ 鹸 櫛
む
9////9化 合物半導体の不{動態皮膜の研究 東 北 大 ・工 色 実 広川研 広川吉之助
む
9///20酸 化物超伝導物質の銅イオン価数と酸素数の決定 東 北 大 ・工 斎藤 好民yy広 川吉之助
9個り2服 素/ホ ウ素混合系セラミ・y・'7Xの鯛 損僻 動 金 材 研 纏 仁 藻 蝿 鵬
9///22箭 プニクタイトカ旧 ゲナイド単結晶作製と 東 北 大 ・理 謡 孝 〃 四竈 鯛
　
9///23中 性子照射した炭素系材料の水素同位体保持特性 近 畿 大 ・理 工 渥美 寿雄 刀 四竈 樹男
9/2025難 灘[こ 関する超高感度ウラン 欄トリウム分析 武蔵工大 ・原研 平井 昭司 ・・ 圭頭 醐
む
9/2026核 融合炉フェライト鋼の靱性評価 東 理 大 ・理 工 井形 直弘yy茅 野 秀夫
X各 研究課題に所外および所内の研究者の氏名が1名 つつ記載されていますが、 ・を付した人がその申請書の代(
表者 にな って い ます。
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最近発表 された論文等 リス ト






























90-250CVDに よ る セ ラ ミ ッ ク ス の フ ァ イ ン ・コ ン ポ ジ 平 井 敏 雄 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金
・ソ トイヒ37(1990)
,1088-1091
90-251CVD法 に よ り作 製 し たSiC/C傾 斜 機 能 材 料 の 耐 佐 々 木 眞 ・ 平 井 敏 雄 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金
熱 衝 撃 性 橋 田 俊 之 ・ 高 橋 秀 明37(1990),966-967
90-252新 機 能 セ ラ ミ ッ ク ス 平 井 敏 雄 表 面 科 学
一31一

























































































90-276磁 束 の ピ ニ ン グ と 熱 的 ク リ ー プ 小 林 典 男 固 体 物 理
25(1990),755-762
90-277CVD一 酸 化 物 高 温 超 伝 導 膜 の 最 近 の 研 究 山 根 久 典 ・ 平 井 敏 雄 日 本 金 属 学 会 会 報
29(1990),744--748


























































90-295ブ ロ ン ズ 法 極 細 多 芯Nb3Sn線 材 に お け る 上 部 渡 辺 和 雄 ・ 能 登 宏 七 低 温 工 学





















































90-308光 量 子 照 射 各 種 金 属 材 料 中 の 誘 導 残 留 放 射 能 駒 義 和 ・ 三 頭 聡 明 東 北 大 学 核 理 研 研 究 報 告
に 関 す る 研 究(2)八 木 益 男 ・ 桝 本 和 義23(1990),97-106
-20
,30,100Mev照 射 に お け る ス デ ン レ ス 鋼 中
一36一
番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等






































番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
90-321安 定 な 準 結 晶 薬 安 邦 ・ 井 上 明 久 日 本 結 晶 学 会 誌
32(1990),!70-174
90-322準 結 晶 の 形 成 と 安 定 性 井 上 明 久 ・ 薬 安 邦 日 本 金 属 学 会 会 報
29(!990),782-'788
90-323水 素 誘 起 ア モ ル フ ァ スRNi2Hx〈R・srn,Gd,Dy ,Er相 原 智 康 ・ 青 木 清 日 本 金 属 学 会 誌
)合 金 の 生 成 過 程 増 本 健54(1990),1199-1204
90-324水 素 誘 起 ア モ ル フ ァ スRNi2Hx(R=sm,Gd,Dy,Ho相 原 智 康 ・ 青 木 清 日 本 金 属 学 会 誌
,Er)合 金 の 生 成 条 件 と 結 晶 化 増 本 健54(1990),970-975
90--325Las5A125Ni2gお よ びLas5A12sCu2eア モ ル フ ァ 奥 村 展 ・ 井 上 明 久 日 本 金 属 学 会 誌



























90-33・IS。meCharac…i・ti・ ・ 。fDi・1。ca・i。nsi・IY・n・ ・a・・L
,Mi…aK.lg・hR・ ・。・d。fAll。,
-38一





























90-341金 属 箔 に よ る 窒 化 珪 素 の 接 合 諸 住 正 太 郎 ・ 浜 口 和 彦 日 本 金 属 学 会 誌
岩 崎 昌 昭 ・ 菊 地 迫 夫54(1990),1392-1400
箕 西 靖 秀
A■orphousandI」iquidState
go-342メ カ ニ カ ル ア ロ イ ン グ に よ り 作 製 し たNi-v系 福 永 俊 晴 ・ 本 間 佳 哉 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金



































































90-364後 続 化 学 反 応 を 含 む 電 極 反 応 に お よ ぼ す 強 磁 茂 木 巖 ・ 中 川 康 昭 日 本 化 学 会 誌
場 の 影 響(1990),1218-1222
MechaniealProperties
90-365B4C-TiB2系2相 複 合 型 セ ラ ミ ッ ク ス の 破 壊 西 山 勝 廣 ・ 染 谷 秀 幸 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金
靱 性 評 価 一IF法 とSEPB法 の 比 較 一 梅 川 荘 吉 ・ 大 森 守36(1989),207-213
90-365High-TemperatureDepende冗ceoftheNishiyamaK。,YamanakaM.,J.Mate=Sei.Lett.,
-41一








90-369工 業 用 純 チ タ ン に お け る 双 晶 変 形 の 荷 重 軸 方 石 山 成 志 ・ 花 田 修 治 日 本 金 属 学 会 誌
















90-374錫 金 属 中 の 微 量 炭 素 の 光 量 子 放 射 化 分 析 吉 岡 明 ・ 川 上 紀 東 北 大 学 核 理 研 研 究 報 告
深 谷 忠 廣 ・ 野 村 紘 一23(1990),29-36
桝 本 和 義 ・ 八 木 益 男 ど
覧
90-375高 純 度 銅 表 面 に お け る 微 量 炭 素 の 光 量 子 放 射 吉 岡 明 ・ 川 上 紀 東 北 大 学 核 理 研 研 究 報 告
化 分 析 深 谷 忠 廣 ・ 野 村 紘 一23(1990),37-43







90-378最 新 の 電 界 イ オ ン 顕 微 鏡 と そ の 応 用 桜 井 利 夫 ・ 佐 野 直 幸 金 属
一42一
DiffractionandScatteringofX-ray,Electro皿,NeutronandIon






















90-385超 高 圧 ・強 磁 場 ・低 温 に お け る 磁 気 光 学 測 定 黒 田 規 敬 固 体 物 理


























90-391純 チ タ ン 再 結 晶 材 に お け る 集 合 組 織 と 粒 界 性 吉 見 亨 祐 ・ 村 山 洋 之 介 日 本 金 属 学 会 誌





90-393パ ル ス 電 子 ビ ー ム に よ る 物 性 評 価 関 口 隆 史 応 用 物 理
59(1990),379-380
DatabaseSystemandRetrievalMethod
90-394利 用 者 提 供KINDデ ー タ ベ ー ス に つ い て 中 名 生 充 ・ 伊 藤 敏 行 東 北 大 学 大 型 計 算 機 セ ン
和 田 繁 男 ・ 佐 藤 徳 次 郎 夕 一 広 報(SENAC),23
中 道 琢 郎 ・ 木 戸 義 勇(1990),107-126
川 添 良 幸 ・ 仁 科 雄 一 郎
発 行 」 日1994年3月30日
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